
九州国際大学｜学生支援室

奨学金の返還
卒業前に、確認しておきたい手続きと注意点

説明会では「返還の手引き（ダイジェスト版）」を手元に置き、

スライド下部のページ案内に沿って確認してください。

2026年度版｜対象：2027年3月貸与終了予定者



今日の資料の使い方
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• 説明会中は「返還の手引き（ダイジェスト版）」を

開いてください。

• スライド下部に、ダイジェスト版の確認ページと詳

細版の該当ページを表示しています。

• 説明会後に詳しく確認したいときは「詳細版」の該

当ページを参照してください。

• 制度や手続きは変更される場合があります。最新情

報はJASSO公式サイトで確認してください。

ダイジェスト版

説明会で一緒に確認する資料

詳細版

詳しい条件・手続きの確認用

まずはダイジェスト版をお手元に



今日、覚えてもらいたいことは４つ
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01

口座を登録する

返還は口座振替。

リレー口座の加入手続
きが必要です。

02

自分の返還条件を確認

借用金額・返還方式・
保証関係などを確認し

ます。

03

毎月２７日に引落し

初回の返済日は

2027年10月27日（水）

返還金は、次の学生の奨学金として活用されます。

04

困ったら早めに相談

返還が難しくなりそう
なときは、延滞する前

に相談します。



【最初に行うこと】リレー口座の加入手続

手元で確認：ダイジェスト版 p.1 ｜ 詳しくは：詳細版 p.6–7 3

• 返還は口座振替で行います。

• 原則、スカラネット・パーソ
ナルから申し込みます。

• 申込口座は、原則として奨学
生本人名義です。

• ネット申込ができない場合な
どは、JASSO所定の申込書で
金融機関窓口の手続きが必要
です。

登録前に確認 スカラネット・パーソナル

申込後は、登録状況やJASSOからの通知を確認。

ログイン

各種手続

振替用口座（リレー口座）登録・変更申込

【最重要】

期限：11月27日（金）まで

※ 期限までに登録しない
     と、返還手続に支障が
     生じる場合があります。



【次に行うこと】貸与奨学金返還確認票の確認

手元で確認：ダイジェスト版 p.2 ｜ 詳しくは：詳細版 p.8–12 4

誤りや変更がある場合は、貸与中・貸与終了後で手続先が異なるため、

11月27日（金）までに学生支援室に相談してください。

借用金額・貸与期間 借りた金額や期間に誤りがないか□

返還額・返還方法 月額、返還回数、月賦／月賦・半年賦併用など□

保証制度 人的保証／機関保証、保証人等の情報□

利率の算定方法 第二種奨学金の場合□

氏名・住所等 氏名、住所、連絡先など□



【返還】返還はいつ始まる？

手元で確認：ダイジェスト版 p.3 ｜ 詳しくは：詳細版 p.10・p.13 5

貸与終了

2027年3月

卒業・修了など

→

返還開始月

2027年10月

貸与終了の翌月から数えて

７か月目

→

初回振替日

2027年10月27日

リレー口座加入後に送付され
る「口座振替（リレー口座）加入
通知書」にて詳細をお知らせ



【返還】振替日は毎月27日。残高不足に注意

手元で確認：ダイジェスト版 p.3 ｜ 詳しくは：詳細版 p.13・p.18 6

• 27日が金融機関の休業日の場合は、翌営業日になります。

• 振替日前に口座残高を確認してください。

毎月27日 前営業日までに入金

月賦返還 • 毎月２７日に引落し

月賦・半年賦併用返還 • 毎月２７日に引落し
• １月、７月は月賦と半年賦の合算額を引落し

※２７日が金融機関の休日の場合は、翌営業日になります。



【返還】返還額の決まり方

手元で確認：ダイジェスト版 p.3 ｜ 詳しくは：詳細版 p.13–19 7

第一種奨学金（無利子）

• 定額返還方式：借用総額などに応じて返

還月額が決まる。

• 所得連動返還方式：前年の所得等に基づ

いて返還月額を算出。

• 所得連動返還方式は月賦返還のみ。

第二種奨学金（有利子）

• 定額返還方式。

• 貸与終了の翌月1日から利子が発生。

• 利率は「利率固定方式」または「利率見

直し方式」など、選択内容を確認。

自分に適用される方式・月額・返還回数は、返還確認票で確認してください。



【返還】救済制度を確認

手元で確認：ダイジェスト版 p.6 ｜ 詳しくは：詳細版 p.24–27 8

返還が困難になりそうなときは、延滞する前に条件・必要書類を確認し、申請を検討。

対象
奨学金の辞退後や貸与終了後に引
き続き在学する場合

奨学生本人が、経済的困難、失業、傷病、災害等の理由により、返還が困
難になった場合

制度 在学猶予 減額返還 返還期限猶予

内容

• 在学期間中の返還期限を先送
り。

• 当初の返還月額を2/3・1/2・
1/3・1/4に減額して返還する。

• １回の申請につき最長12か月。

• 適用期間は通算15年（180か
月）が上限。

• 一定期間、返還期限を先送りす
る。

• １回の申請につき最長12か月。

• 原則、適用期間は通算10年
（120か月）が上限。事情により
例外あり。

手続方法

スカラネット・パーソナルから「在学
猶予願」を提出

スカラネット・パーソナルから申請する。

九州国際大学
学校番号：309008 区分番号：00



【返還】在学猶予

手元で確認：ダイジェスト版 p.6 ｜ 詳しくは：詳細版 p.24–27 9

対象 奨学金の辞退後や貸与終了後に引き続き在学する場合

制度 在学猶予

内容

• 在学期間中の返還期限を先送り。

手続方法

• スカラネット・パーソナルから「在学猶予願」を提出
• その際、「学校番号」と「区分番号」を求められるので、以下を入力

九州国際大学
学校番号：309008 区分番号：00



対象
奨学生本人が、経済的困難、失業、傷病、災害等の理由により、返還が困難に
なった場合

制度 減額返還

内容

• 当初の返還月額を2/3・1/2・1/3・1/4に減額して返還する。

• １回の申請につき最長12か月。

• 適用期間は通算15年（180か月）が上限。

手続方法 スカラネット・パーソナルから申請する。

【返還】減額返還

手元で確認：ダイジェスト版 p.6 ｜ 詳しくは：詳細版 p.24–27 10



【返還】返還期限猶予

手元で確認：ダイジェスト版 p.6 ｜ 詳しくは：詳細版 p.24–27 11

対象
奨学生本人が、経済的困難、失業、傷病、災害等の理由により、返還が困難に
なった場合

制度 返還期限猶予

内容

• 一定期間、返還期限を先送りする。

• １回の申請につき最長12か月。

• 原則、適用期間は通算10年（120か月）が上限。事情により例外あり。

手続方法 スカラネット・パーソナルから申請する。



【返還】引落しができなかったら・・・

手元で確認：ダイジェスト版 p.8 ｜ 詳しくは：詳細版 p.pp.30–35 12

1

振替不能

残高不足など

→

2

延滞が続く

JASSO等から督促

→

3

延滞金

延滞元金に年3％

→

4

信用情報への

登録等※

条件により

登録・法的手続き

延滞金や督促等の取扱いは、保証制度などによって異なります。

詳しくは詳細版を確認し、困ったら早めにJASSOへ相談してください。

振替不能→延滞金発生→督促→信用情報登録→法的措置



【返還】その他の返還を支援する制度

手元で確認：ダイジェスト版 p.7 ｜ 詳しくは：詳細版 p.28 13

企業等による代理返還

• 勤務先などが、社員等の奨学金返還残額の
一部または全部を支援する制度。

• 就職先の制度の有無を確認。

地方公共団体の支援

• 自治体などが、対象者の奨学金返還を全額
または一部支援する制度。

• 要件は各自治体に確認。

就職先や自治体の制度を、必要に応じて確認しましょう。



【各種届出】連絡先の登録・変更

手元で確認：ダイジェスト版 p.2 ｜ 詳しくは：詳細版 p.8・20–22 14

メールアドレス

学校在学中しか使えないアドレスや、古いア

ドレスのままにしない。

JASSOから重要なお知らせが届く場合があり

ます。

住所・電話番号など

変更があったら、スカラネット・パーソナル

等で届け出る。

保証関係の変更は保証制度によって手続きが

異なります。

「連絡がつく状態」を保つことも、返還手続きの一部です。

大学メールは卒業後使えなくなります

スカラネット・パーソナルからの変更時期

本 人： 2027年３月中旬以降

本人以外： 2027年４月中旬以降



【各種届出】保証関係の変更

手元で確認：ダイジェスト版 p.2 ｜ 詳しくは：詳細版 p.8・20–22 15

届け出ている以下の人物を変更する場合は、日本学生支援機構のホームページから用紙をダウンロ

ードし、必要事項を記載し、求められる資料を添付して郵送で届け出てください。

保証区分 対象となる人物 届出書類 必要事項・添付書類

機関保証 本人以外の連絡先 本人以外の連絡先変更届

人的保証 連帯保証人 連帯保証人変更届 ［必要事項］新たに連帯保証人または保証人
になる方の自著・押印

［添付書類］新たに連帯保証人または保証人
になる方の印鑑登録証明書

保証人 保証人変更届



【その他】在学中に可能な変更手続き

手元で確認：ダイジェスト版 p.7 ｜ 詳しくは：詳細版 p.28 16

第一種奨学金（無利子）

• 貸与終了後の返還方式を［定額返還方式］

から、［所得連動返還方式］に変更するこ

とが可能です。

• 変更を希望する場合は、学生支援室に申

し出てください。

• 提出期限後の返還方式の変更はできませ

ん。

第二種奨学金（有利子）

• 利率の算定方法を変更することが可能で

す。変更を希望する場合は、学生支援室に

申し出てください。

• 変更届は、人的保証の場合、連帯保証人、

保証人の印鑑登録証明書を添付と、署

名・実印による捺印が必要です。

• 提出期限後は、利率の算定方法の変更は

できません。

提出期限：2026年11月27日（金） 提出期限：2026年11月27日（金）



説明会のあとに確認すること

手元で確認：ダイジェスト版 p.1 ｜ 詳しくは：詳細版 p.6–8・p.20 17

□ リレー口座の加入手続きを行う

□ 返還確認票の借用金額・返還方式・保証関係を確認する

□ 卒業後も使えるメールアドレスを登録する

□ 住所・電話番号などに変更があれば届け出る

□ 返還が難しくなった場合の相談先・救済制度を把握する

各手続きの期限・方法は、学校からの案内もあわせて確認してください。



困ったとき・詳しく確認したいとき
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返還の手引き(ダイジェスト版)

説明会中に手元で確認する資料。

このスライド下部のページ案内を参照。

返還の手引き(詳細版)

条件・例外・詳しい手続きの確認用。

スライド下部のページ案内を参照。

JASSO公式「返還のてびき」

https://www.jasso.go.jp/shogakukin/henkan/houhou/flow/tebiki.html

※ページ番号は各冊子に印刷されたページ番号です。最新情報はJASSO公式サイトで確認。



➢ 口座振替（リレー口座）を本人名義以外の
口座で登録したい。

→ 「口座振替（リレー口座）加入申込書【窓口用】」を学生支援室
で受け取り、金融機関で手続きしてください。

➢ 申込みたい口座がスカラネット・パーソナ
ルから申込できない金融機関です。

→ 「口座振替（リレー口座）加入申込書【窓口用】」を学生支援室
で受け取り、金融機関で手続きしてください。

➢ 卒業後、就職していない場合、返還はどう
なりますか？

→ 返還は当初の期日から開始されます。

➢ 卒業後、大学院に進学する場合、返還を
猶予できますか。

→ スカラネット・パーソナルから在学猶予を申請してください。

➢ 月賦が払えません。 → スカラネット・パーソナルから減額返還または返還期限猶予
を申請してください。

➢ 卒業後引越しを予定しています。 → スカラネット・パーソナルから「転居・改氏名・勤務先（変更）
届」を申請してください。

➢ 奨学金を返さないとどうなりますか？ → 延滞金・督促・信用情報登録等の対象となるため、返還が困
難になる前に日本学生支援機構に相談してください。
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よくある質問
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